
(1)　k を 2 以上の自然数とすると，この数列には分母が k である分数は k-1 個含まれる。

　　　　　　　1+2+3+4+5=15

　であるから， 15a  は分母が 5+1=6 である分数のうち分子が最大のものである。

　よって　　　 15a =
ア5
イ6

　分母が 7 以下の項は
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　であるから，分母に初めて 8 が現れる項は　 ウエ22
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(2)　(1)と同様に考えると，k が 3 以上のとき，分母が k-1 以下の項の個数は
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　これらは k=2 のときも成り立つ。
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(3)　数列 6 7na  の第 kM  項から第 kN  項はすべて分母が k の分数であるから，その和は
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　であるから，この数列の初項から第 kN  項までの和 kS  は
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